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報告 書
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於：川 崎市国際交流センター

主催 子どもの権利条約フォーラム’97実行委昌会

よびかけ団体 子どもの権利条約ネットワーク・ 国際子ども権利センター

●後援● ユニセフ駐 日事務所 （財）Jlt崎市国際交流協会 川崎市 川崎市教育委員会

神奈川県 神奈川県教育委員会 横浜市 横浜市教育委昌会

●共催●

（財）神奈川県国際交流協会



子 ど もの 権 利 条 約 フ ォー ラ ム は 、 199 3 年 か ら始 ま り、 5 回 目 を迎

えま した 。 子 ど もの 権 利 条 約 は 日本 で批 准 さ れ て 4 年 、 日本 の 社 会

では 子 ど も の 権 利 実 現 に 関 して どれ だ け 進 展 を 見 せ た の で し ょ う

か。神戸 須磨事件 を始め と して、深刻 化す る一 方のい じめ、不登校

問題や虐待 の 問題 、 また外 国籍の子 どもの差別 問題 な ど解 決が求 め

られ て い る 問 題 が 山 積 して い ます 。

フ ォ ー ラ ム ’9 7 で は 、 子 ど もの 権 利 条 約 を共 通 の 基 準 と して 、 こ

れらの問題 に積 極的 に取 り組 んで いる市民 、民 間団体 、実務・ 実践

家、子 どもたち、若者が参 加 し、神 奈川県・ 川崎の地 で経験の交流

を深 め ま した。

こ の フ ォ ー ラ ム を通 じて 、 全 国 か ら集 まっ た 参 加 者 の 皆 様 が 新 し

い世界 や新 しい人 々 と出会い 、新 しい希望 が生 まれ、それが 全国 に

広が る こ と を切 に 願 っ て い ます 。

趣旨・ 目的

（ 1） 日本 に お け る 子 ど もの 問 題 に取 り組 む 人 々 と 、 海 外 に お け る子

どもの 問題 に取 り組 む人々の現 状報告 お よび意 見交換。

（ 2 ）子 ど も同士の交流 、子 ど もとお となの意見交換 。

（ 3 ）実 効あ る条約実施 のため の国や 自治体 との建 設的対話 。

地域 か ら子 ど もの権利実現 をはか るため の 自治体 との連携。

（ 4） 条約 を共通の基準 に日本 と世界 の子 どもの権 利水準 の検証。

（ 5 ）条約の趣 旨や規定 の普 及。地域 に根 ざ した広報活動 の促 進。
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プログラム・ も く じ
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シンポジウム

地域からの子どもの権利実現

シ ンポ ジス トの平 さ ん、 吉永 さ ん、 小 宮 山

さんと司会の荒牧 さん （右か ら）

シン ポ ジ ス ト ：小 宮 山 健 治 さん（川崎市教育委員会）

吉 永 省 三 さん（川西市教育委員会）

平 清 太 郎 さん（子どもの人権専門委鼻）

進 行：荒 牧 重 人 さん

条約広報 や地域社 会への子 ども参加 に成果 を上

げてい る川崎 市、川西 市 な どの 自治体 の取 り組 み

を報告 し、住 民 と行 政の協力 関係の あ り方 を検 討

し ま した。 また 、 子 ど も の 人 権 専 門委 員 制 度 の 課

題や子 どもの権利 に関す る制度・ 法 令制定 の可能

性につ い て も検 討 し ま した 。

最 初 に 進 行 の 荒 牧 さ ん か ら、 シ ンポ ジ ウ ム の 目

的や 留 意 点 につ い て 説 明 が あ り ま した 。 地 域 か ら

の条約実 現の ため に行政 と地域住民 はどの ような

協力 関係 を築 くべ きか 、 また 、法 的仕組 みや制度

ど う す る か を検 討 す べ き との 提 案 が あ り、 そ の 際

特に自治体の役割 の重 要性 が強調 され ま した。 国

が条約推 進 に熱心 で ない こと、子 どもに関わ る権

限が 自治体 にある こ と、条約 の早期 批准 を求め る

動きな ど積 極 的 な 自治 体 も多 か っ た こ とな ど 自 治

体に期 待 で きる こ と は 多 い と い う こ と で した 。

シ ンポ ジ ス トの ひ と り、 川 崎 の 小 宮 山 さん は行

政の立場か ら条 約広報 のパ ンフ レ ッ トや人権相談

カ ー ドを子 ど もた ち に 配 布 した取 り組 み を紹 介 し

て くれ ま した 。 ま た 、「か わ さ き子 ど も夢 共和 国 」

4 一 子どもの権利条約フォーラム’9 7 報告書

とい う子 どもた ちが学 校 の枠 を超 えて意見発表 で

き る場 を作 っ た こ と、 そ れ ら を行 政 の施 策 に ど う

活かす かが課題 だ とい ったお話が あ りま した。

兵庫県 川西市の吉 永 さんか らは、い じめ の問題

がきっかけで子 どもの実態調 査 を した り電話相 談

を開 設 した り、 教 職 員 や 生 徒 向 け に 人 権 ハ ン ドブ

ッ ク を配 布 す る な どの 取 り組 み が 紹 介 され 、 また 、

子ど もの人権 と教 育 を検討 す る委員 会か らの提 言

につ いて報告が あ りま した。提言 では、学校・ 家

庭・ 地域・ 行政 が互い の役 割 を確 かめ合 い連携 し

て問題 の背景 に迫 り、構造 や意識 を変 えてい くこ

とが必要 で 、その ため には行 政 に よるおや支 援 、

子ど もの 自主活 動 支援 、 N G O との連携 が 重要 で

ある こ と な どが 指 摘 さ れ て い る との こ とで し た 。

ま た 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン制 度 な どの 制 度 化 や 子 ど

も自 身 の 参 加 を ど う作 っ て い くか も重 要 で 、 そ の

一環 と して 「か わ に し子 ど もの 人 権 フ ォ ー ラ ム」

を公 募 で 運 営 して い る とい うお 話 で し た。

東 京の平 さん は権利 条約批准 に伴 って法務 省が

新設 した子 どもの 人権専 門委員 で、そ の概 要、活

動、問題点 につい て報 告 して くれ ま した。現在の

専門委員 は既 存の 人権擁 護委 員制度 を利 用 しただ

けで独立 の第三者機 関 にはなってお らず 、 オンブ

ズ パ ー ソ ンに 本 来 求 め られ る監 視 機 構 に な りえ て

いない こ と、特 に子 どもの 人権 侵害 の多 くが学校

で発生 していて 、子 ど もや親 の声 を代 弁で きる第

三 者 機 関 の 設 置 が 急 務 と い う こ とで した 。



子どもアクシ ョン広場

子どもアクシ ョン広場

子 ど も ア ク シ ョン広 場 で は 、 企 画 か ら運 営 まで

子どもた ちの手 でで約 7 0名 の 参 加 者の もと、子 ど

も参加 活動 な ど広範 な話 題 を七 つの グルー プに分

かれ て 話 し合 い ま した 。

今回の参加 団体 は、① 福 岡子 ど も会議② 青森子

ど もの 国 保 育 固 ち び助 ラ ン ド共 和 国 トー キ ン グ キ

ッズ③ 東京 シュー レ④ 私服通 学 を してい る子 ども

⑤川西市子 どもの 人権 フ ォー ラム⑥ 川崎 市立桜本

中学⑦ けい じば ん ？⑧ あ びのペー ジな どで 、北 海

道や 東 京 の子 ど もた ち も 同席 し ま した 。

まず 、子 ど も団 体 か ら の活 動 紹 介 を して も らい 、

その 次 に子 ど も と大 人 を含 め た 自己 紹 介 を しな が

らの ビ ンゴ ゲ ー ．ム を行 い ま した 。 グ ル ー プ討 論 は 、

内容 を参加 者の 自由 と して、約一時 間 にわたって

行い ま した 。

今回 の特 色 は、企画 か ら運営 まで子 ど もた ちが

やっ た と い う こ とで す 。 子 ど も ど う しの 情 報 誌

「け い じば ん ？」 の 子 ど もた ち と 、神 奈 川 県 川 崎

市で さ ま ざ ま な 問題 と取 り組 ん で い る 『川 崎 ・ 子

ど も・夢 ・共和 国』の子 どもたちの 8 人 が中心で

した。 子 ど も た ち は 、 こ の 企 画 の た め に集 ま っ た

の で お た が い に 慣 れ て い な い こ と も あ り、 ま た 、

たが いの家が遠 い ことや、み んな部 活 な どで忙 し

い こ と もあ っ て 、 四 苦 八 苦 しな が ら企 画 し ま した

が、子 自分 た ち の 意 見 を も と に この 企 画 を成 功 さ

せて くれ た と思 い ます 。 これ か らの フ ォー ラ ム で

も、 さ ら に子 ど もが 参 加 で きる 方 法 を模 索 して い

くべ き だ と思 い ま し た 。

子ど も団 体 か らの 活 動 報告 で す。

子ど も と お と な の 話 し合 い も あ り ま した 。

グル ー プに 別 れ て討 論 も しま した 。
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第1分科会

報告者 ：猪 又 智 子 さん

岡 部 翔 太 さん

石 橋 遣 － さん

小 泉 貴 志 先生

子どもが参加する学校教育

報告者 、先生、コメンテータと司会者のみな

さん

（ 士 幌町中央中学校 2 年生 ）

（ 士幌町中央中学校 2 年生）

（ 士幌町中央中学校卒菓生・現高校 1 年 ）

（ 士幌町中央中学校）

和 田 真 也 先生 く士幌町中央中学校）

コメオーター：尾 木 直 樹 さん（教育評論家）

司会 ：福 田 博 行 先生 （杉並区立東田中学校）

第 1 分 科会で は、北海道士幌 町 中央 中学校 か ら

現役 中学 生・ 卒 業生・ 教 員 を招 き、「子 どもが 参

加す る学校教育」 の観点 か らの実践 報告 を中心 に、

情報 の共有 と議論 が進 め られ ま した。当 日参 加者

数60数名。現役中学生・高校生・大学生・教員 ・

父母か ら、教 職員組 合・ 教育委 員会 の磯 貝の方 ま

で 、 実 に バ ラエ テ ィに 富 ん だ顔 ぶ れ とな りま した 。

それ だけに、午後 の討論で ほ、様 々な立場か らの

活発 な質問・ 意 見が相次 ぎ、参加者 の関心 の高 さ

が うか が わ れ ま した。

午前 の部 は生徒 たちに よる実践 報告。士 幌町中

央 中で は、体 育祭・ 文 化祭 は もとよ り、遠 足や キ

ャンプ、修学 旅行の準 備 まで 、その期 日や行先 l

目的 ・ ル ー ル・ ス ケ ジ ュ 叫 ル を生 徒 が 自主 的 に す

べ て話 し合い で決定 し、すす めて い くそ うです。

教師 は、生徒か ら出 された結 論 を受 け入れ る環境

整 備 に徹 して い る とい う こ とで す 。「教 師 は 生 徒

が 道 を歩い てい くた めの道具 だ。」和 田先生 は こ

う言 い 切 り ます 。 中学 2 年 生 の メ イ ン行 事 で あ る

キ ャ ン プ の 話 し合 い で は 、「本 当 に キ ャ ン プ に行

き た い の か 。」 とい う と こ ろ まで 立 ち 戻 っ て 話 し

合 っ た そ うで す 。行 事 をす で に あ る もの と して 無

条 件 に 受 け 入 れ る の で ほ な く、 キ ャ ン プ をす る 上

での 目的意識 が各 々になければ キ ャンプをする意

味 がない。 中止 も考慮 に入れ る、そん な真 剣 な話

し合い をす る なかで 主体 的 な目的意識 を、生徒 た

ちが 自ら喚 起 してい く。真 剣 に討 論 す る過 程 で、

討論 の重 要性 、全 員の意見 を反映す る ことの意義 、

各自 自分の意 見を持 つ こ との必要性 を、生徒｛一人

一一人 が 実 感 して い く と の こ とで した 。「先 生 か ら
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の援助 で山番 うれ しかった のは民主的討議 の進 め

方」 だ とい うは な しです。 この中学枚 は民主主 義

が、教 師 と生徒 の関係、生徒 同士の 関係 の 中で体

現されている学校 なので す。

報告 を していた生 徒 たちの、曳 き生 きと した表

情に、 参加者 は非常 に感 銘 を受 けた よ うで した。

午後の討論 では、現在 、学校 や教 師 に不満 を持つ

父母 が 、 現 状 を打 開 す る た め の ヒ ン トを得 よ う と

真剣 に質問・相談す る姿が多 く見 られ ま した。 そ

の質疑応答の中で、前生徒会長の石橋君が述べた

次の言葉 は印象 的で した。「数 々の活動 を通 して、

楽 し くな る に は 自 分 か ら楽 しむ 努 力 を しな い と ダ

メな ん だ と い う こ と を学 ん だ ん で す よ。 苦 労 しな

が らみ ん な で 作 り上 げ る こ との 喜 び を知 っ て 、 そ

こか ら抜 け 出 せ な く な っ た ん で す よ 。」

「 子 ど もが参加 す る学校 数育」 とい う方 向性 が 産

む実 りの多 さに確信 を抱かず にはい られない言葉

では な い で し ょ うか 。

最 後に教育評論 家の尾木 直樹 さんか ら、士幌 の

実践 に見 られ る生 徒同士 、教師 と生徒 、教師 同士

の平等 な横並 びの関係 （パー トナー シ ップ）の構

築こそが 、いい学校・ いい社会 をつ くる一 つの展

望と な る と い う コ メ ン トが あ り ま し た 。

士幌 の実践 を目の当た りに し、参加者 各人の属

する現状 とを比較 する こ とで、そ の現状 を改善 す

るには どうすれ ば よいか を、参加者一一人一 人が あ

らた め て 考 え させ られ た分 科 会 で した 。

（内田塔子記）



第2 分科会

地域社会への子ども参加

報告者 、司会者のみなさん

報告者 ：川 崎 貴 大 さん、

山 田 奈 津 帆 さん、、

田 口 瑞 枝 さん、

司会者 ：田 辺 裕 子 さん

菅 源 太 郎 さん

山 本 さ や か さん （神奈川ふれあい子どもサミット）

大 槻 徳 子 さん （川崎子 ども・夢・共和国）

林 聡 子 さん （子どもの権利条約研究会・町田K ［N2）

（ 中野 区福 祉部事業課長 ）

（ 子 ど も の 権 利 条 約 ネ ッ トワ ー ク）

学校以外 の 自分 を表 現で きる居場 所。 私 には欲

しくて た ま ら なか っ た 覚 え が あ る。 子 ど もは 子 ど

もな りに考 え て い る こ と を認 め て 欲 しか っ た し、

共通の思い を抱 く仲 間の中で、 自分の強 さ・ 弱 さ

を含 め た 存 在 の 大 き さ を 感 じて み た か っ た 。 今 は

1 人 の 大 人 と して 日 々 を送 っ て い る私 で あ る が 、

大人 と言 え る ほ ど 自分 は 大 き くな い 。 子 ど も達 に

出逢 って、実感 した。

私が参加 させて頂 いた この分 科会 は、当初 「子

どもが何 を考 え、望 んでい るのか」 を求め てい る

大人の参加 が多 い ので はな いか と思 われて い た。

だが 、当 日になって、報告 者以外 の団体 の子 ど も

連が た く さん 参 加 して くれ 、 会 場 は 子 ど も達 一 人

一人の持 つ言 葉 とエ ネル ギ ーで 満 ちあ ふ れ て い

た。

主 に午前 中、それぞ れの団体 の紹介 、活 動内容 、

それ に まつ わ る大 人 と子 ど もの デ ィス カ ッ シ ョ ン

が行 われ た。子 ども参加 を求 めてい る大 人 に とっ

て、子 ど も達へ の呼 びかけ 、

また どの よ うに す れ ば集 ま っ て くれ る で あ ろ うか

などが話 の中心 になった。

午後 は、学 校内で起 こる先 生の ひい き、い じめ 、

それに不 登校児の 問題 など、現在 の学 校 の在 り方

につ いての問題が話 し合 われた。学校 が本 当に子

ども達 に とって 良い環境 なのか。本 当の答 えは個

人 で 出 して い くべ き こ とだ と思 うが 、 子 ど も達 は

こ う言 っ て い た 。「学 校 へ 行 っ て い る こ とが 正 し

い とは 思 わ な い 。学 校 へ 行 っ て い な くて も、 自分

の や りた い こ と を見 つ け られ れ ば 、 学 校 以 上 の 価

値 が あ る の で は ない か 。 自分 の言 い た い こ と、 や

りた い こ とが あ れ ば 、 学 校 とい う枠 に と ら わ れ な

くて よい と思 う。 学 校 へ 行 っ て い る行 って な い と

いう問 題 で は な く、 自分 に何 が で きる か だ と思 う。

ただ学校 へ行 ってい るだけの子で はな く、自分 を

持っ て い る 私 で あ りた い 。」 と。

た くさ ん の 大 人 に 、 自分 の 声 を 、「子 ど も の 声

を も っ と聞 い て欲 しい」 と、 ず っ と思 っ て 願 い 続

けて来 た。 だが 自分が 「大 人 とい う立場 に立つ側」

に な り、 い つ の 間 に か忘 れ て し ま って い た 気 が す

る。 自分が 同世代 の頃 、何 を望 んでい たか とい う

こ とに 。 自分 一 人 で は何 もで きな か っ た無 力 さ を 、

皆で何 かす れば実現 で きた喜 び、勇気 、あの強 さ。

大人た ちに子 ども達 に活力 を分 けて もらえた気 が

する。 世 間の大 人 は、“今 の子 ど も達 ば ’と批判

めい た発言 をす るが、 こ こで 断言 した い。「子 ど

も達 の 未 来 は 今 の 大 人 よ り明 る く 、 力 強 い もの

だ 。」 と。 大 人 の 1 人 と して 信 じて い き た い と思

い ます 。 （佐藤紀子記 ）

子 ども の参 加 が 多 く子 ど も た ちのペ ース で 話 し合 いが 進 み

ま し た 。
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第3 分科会

報告 ：三 浦 知 人 さん

北村 眞佐子 さん

小 倉 敬 子 さん

体験報告：鈴木佐 代子 さん、

籾 井 ス サ ナ さん

多文化共生社会にむけて

右 か ら司会 の山本 さん、報告者 の小倉 さん、

北村 さん、三浦 さん

（ ふれあい館）

（ ソナの会）

（ レ ッ ツ国 際 ボ ラ ン テ ィア 交 流 会 ）

ペ エ ・ ピ ョ ン ジ ュ さん

こ の分 科 会 で は 、 い ろ い ろ な文 化 を もつ 子 ど も

たちが 互 い に尊 重 され る社 会 作 りに つ い て 考 え ま

し た 。

まず、「ふ れ あい館 」 の三浦和 人 さんの報告 か

ら始 ま りま した。 そ こ で は 川 崎 市 に 住 ん で い る在

日韓 国 ・ 朝 鮮 人子 ど もた ち だ け で は な く、 日本 人

の子 ど もか らお年 寄 りま で が 集 ま り▼、 ふ れ あ う こ

とが で き る色 々 な活 動 の 場 を 設 け て い る そ う で

す。 ふれあ い館 を川崎市 が設置す る まで の辛い過

程、 また、ふ れあい館 のおか げで在 日の三世、 四

世の子 ど もた ち が 本 名 を名 乗 る気 に な り、 そ れ を

市民 が 理 解 す る よ う に な っ た こ とな ど に つ い て も

話し て くれ ま し た 。

次 に、 神 奈 川 県 に住 む マ イ ノ リテ ィー の 子 ど も

たちや外 国語 を母 国語 とす る多様 な文化 をもつ子

ど もた ちへ の 支 援 を行 って い る 「ソ ナ の 会 」 の 北

村真 佐 子 さん が 報 告 を して くれ ま した 。

受験 、 進 学 、 就 職 の 時 、 本 名 で は ど う して もや り

にくか っ た り、 差 別 され て し ま っ た りす る今 の 社

会の 現 状 に対 応 す る た め に マ イ ノ リテ ィー の子 ど

もた ちが 「通 称 名」 を作 っ て い る こ と、 ま た この

ような立場 の子 どもた ちへ の行政か らの進路 保証

の必 要 性 な ど につ い て 話 して くれ ま した 。

午 前 中 の 最 後 に は 「 レ ッ ツ国 際 ボ ラ ン テ ィア 交

流会 」 の′ト倉 敬 子 さ んが 報 告 して くれ ま した 。 設

立当初は 帰国子女 （海外生活経験者）への支援

を 目 的 と して い ま し たが 、 今 は主 に 日本 で 暮 らす

外国籍 の妻 な どへ の支援 を行 った り、地域 住民お

よび外 国 人 との草の根交 流 を通 じ、国際相 互理解

およ び 親 睦 を計 っ て い る こ と を 話 し て くれ ま し
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た。 日本 人 の 子 ど もた ち に他 文 化 に つ い て もっ と

詳しく理 解 して もらい、多文 化共生 を目指す教 育

の一環 として川崎市 の学校 で始 まった 「民族 ふれ

あい 事 業 」 を紹 介 、 ま た そ の プ ロ グ ラム が 子 ど も

達に どの よ う な刺 激 に な っ た か も報 告 して くれ ま

し た 。

午 前 中 は い ろ い ろ な文 化 を もつ 子 ど も た ち を支

援す る団体の代表 者の報告 であ ったの に対 し、午

後は当事者で ある在 日、滞 日、帰 国子 女の若 者 に

よる実体験の報告 で した。 初め に、二歳か ら十歳

まで イ タ リ ア に 暮 ら して い た 高 校 生 、 鈴 木 佐 代 子

さん が 報 告 して くれ ま した 。 外 見 、 国 籍 は皆 と 同

じ日本 人なのに、外国 で育 ったため考 え方 や価 値

観が違 うこ とが原因で学校 の生徒 や先生 に まで も

妬まれ 、冷 た くされ 、偏 見 の 目 を 向 け られ た りさ

れた りす る な どの 苦 い経 験 話 を して くれ ま し た。

ず っ と本 名 で 暮 ら して き た在 日の 高 校 生 で あ る

ペエ ・ ピ ョ ン ジ ュ くん は 在 日 で あ るが た め に今 ま

で浴 びて きた差別 の言葉 や体験 につい てや、彼 に

とって は農 楽 （韓 国・朝 鮮 の農民の村祭 りの音楽 ）

が在 日で ある 自分 の主張や気持 ちを伝 え られ る一

つの 手 段 で あ る こ と も語 っ て くれ ま した 。

最後 に、親の仕事 の都合 でペ ルーか ら来て滞 日

し て い る 籾 井 ス サ ナ さ ん が 報 告 を して くれ ま し

た。高 校時代 、「外 国人」 とい うだ けで 同級 生 に

離れ ら れ 、 誰 と も深 い 友 情 関 係 を もて な か っ た経

験を話 して くれ ました。（土谷絃子 記）

〈 この後 は13 ペ ー ジにつ づ く〉



第4分科会

少年法と子どもの権利

右か ら報告者の網野 さん、藤井 さん、後藤 さ

ん、寺申さん と司会の吾輩 さん （中央）

報告者 ：後 藤 弘 子 さん

寺 中 誠 さん

網 野 利 夫 さん

藤 井 誠 二 さん

（ 宮士短期 大学）

（ア ム ネ ス テ ィ）

（ 全司法 、家裁調査官）

（ ル ポ ラ イ タ ー ）

進行 ：吾 輩 康 博 さん （弁護士）

少年非行 の現状 を分析 した上で 、神 戸須磨 区で

起こった衝撃的 な事 件 を通 して見 えて くる少年法

を め ぐる 問 題 を検 討 しま した 。 少 年 の 適 切 な取 り

調べ とは、 なぜ 少年 司法 手続 きは非 公 開 なのか 、

少年鑑 別所 は何 のための施設 か、マ ス コ ミ報 道の

あ り方 は、被害者 やその家族 の救済 は どうす れば

よいのか、少年法 の改正 は必 要 なのかな ど、 さま

ざまな問題 が提起 され、活発 な討論が行 わ れま し

た。

神戸事件 は、切 断 され た頭 部が校 門 にお かれて

いた こ とか らセ ン セ ー シ ョナ ル な事 件 と して社 会

の注 目 と な っ て い ま した 。 特 に 14， 15 歳 の 少 年 に

は刑罰 をつけ ら。れず 、少年 院収容の期 間が 2 、 3

年との報道 に接 し、 少年法へ の批 難が 集中 しま し

た。少年 の写真 の掲載 の是非 をめ ぐって も大 きな

議論 と な り ま し た 。

この分科 会では、 こう した神 戸の事件 に関す る

分析 も少年法改 正論議 も、事実 に基づ き冷静 に進

められ る必 要 が あ る だ ろ う と い う視 点 を確 認 しま

し、 以 下 の よ うな 問 題 に つ い て議 論 し ま した。

少 年法 は非行 を した とされ る個 人が わかる報道

を禁 じて い る が 、 マ ス コ ミの 報 道 姿 勢 や 、新 しい

問題 と して の イ ン タ ー ネ ッ トの 現 状 な ど。

少 年 の取 り調べ には親 な どの立 ち会 いが な く、

収容場所 は留置 場で あるが、適切 な取 り調べ とは

ど う い う も の か 。

少 年手 続 きは非 公開 で、審 判廷 は公 開 されず、

捜査 段 階 や 家裁段 階で 作 られた書 類 も秘密 で あ

る。非公 開 と してい る理 由、公開 の方法があ るの

かど うか 。

少年鑑 別所 は何 のための施設 か。精神 鑑定 は何

を明 らか に しよ う とす るの か 。 少 年 院 の 収 容 期 間

は、 刑 罰 と同 じに悪 質 さの 程 度 で 決 ま る もの な の

か。少年 院 を出 た後 に公的 な機 関か らの働 きか け

があ るのか。 いわれ な く苦 しめ られる被害者 やそ

の家族へ の救済 と刑 事司法 の大原則 の 「無罪 の推

定」 は少 年司法 では どの ように表 れるか、 な どで

し た 。
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第5分科会

子どもとおとなの「居場所」づくり

議論白熱の分科会。中央は進行役の西野 さん。

報告 者 ：島根 三 枝 子 さん（地球座・代々木高等学院）

三 宮 麻 里 さん（B A K U の会）

勝 本 浩 司 さん （子 ども権 利条約 ネッ トワー ク）

朝 倉 景 樹 さん、 石 井 志 昂 さん（東京シューレ）

近 田 賢 吾 さん （けい じばん 7 ）

井 出 晴 己 さん、 本 間 由美 子 さん（たまりば）

司会 者 ：西 野 博 之 さん（たまりば）

「 ボ ク は 向 き 合 う と ど う も話 し に く い 。 丸 く な

りませ ん か。」 1 人の若 者 の提 案 で、参 加者 総動

員で 気 持 ち よい 空 間 作 りか ら この 分 科 会 は 始 ま り

ました。 自己 紹 介 を 兼 ね て 「 自分 に とっ て の 居 場

所」 か ら イ メー ジ され る もの を全 員 か ら出 して も

らい たかったの ですが、 5 5 0名以上 もの人が詰 め

かけ て くれ て 、 報 告 者 8 名 に絞 ら ざ る を得 な くな

ったの は非常 に残念 で した。

まず地 球屋の 島根 さん。 自分が居 やすい場所 と

の想 い で 7 年 前 か ら続 け て きた スペ ー ス を こ の 3

月で 閉 じ、居場所 を求め る若 者達が経 済社会 の中

でど う自分 を生 かせるか考 え合い、小物 も販売 す

る喫茶 店に した。ご 自身 は通信 サ ポー ト校で相談

員を務 め る毎 日。 印 象 的 な の は 、 学 校 とい う場 に

舞台 が移 って も、地球屋 の時 と何 も変わ らない と

いう事 。 相 談 室 に は 大 人 （教 師 ） もや っ て く る。

居心 地がい い と感 じる人のそ ばにいる事で 、他 の

人も また 居 心 地 が 良 くな る もの 。 居 場 所 は場 所 じ

やな く、 そ の 人 の 中 に あ る もの だ と、 しみ じみ 感

じ て い る と 言 う こ と で した 。

引 き こ も っ て い た 子 が ち ょ っ と出 て 行 け る場 と

して 始 ま っ た B a k u （バ ク） か ら三 宮 さ ん の報 告 。

先に お 母 さ ん の 関 わ りが あ り、 家 に 電 話 をか け て

くる子 ど も た ち と出 会 っ て み た くな っ た の が き っ

かけ。や は り居心 地 良 く過 ごす 人に出会 って 自分

も居 心 地 良 くな っ て い る よ うで した 。

けい じば んの勝 本 さん。 自分 の考 え を言葉 で表

現し、 キ ャ ッチ ボ ー ルが で き る 、言 った 事 が き ち

んと取 り上 げ られ る場 の必 要 性 を感 じ、 け い じば

んが ス タ ー トした そ う で す 。 そ こ で 記 者 と して 活
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動中の露木 さんは、発 行 に至 る過程で 自分 を表現

でき る と 話 し て く れ ま し た 。

東 京 シ ュ ー レか ら朝 倉 さ ん と石 井 君 。 朝 倉 さ ん

はシ ュ ー レの 成 り立 ち 、日常 の 活 動 、ス タ ッ フ の仕

事につ い て 報 告 。 ス タ ッ フ は子 供 た ち を サ ポ ー ト

する立 場 、 そ の こ とで ス タ ッ フ も 自分 ら し くい ら

れる。 石 井 君 は 、 家 で も学 校 で もや りた くな い事

を押 しつ け られ て 居 心 地 が 悪 く、 ど こ に も居 場 所

がなか っ た 。 シ ュ ー レ と出 会 っ て 自分 の や りた い

事が 認 め られ る 場 が 見 つ か っ た との こ とで した。

た ま りば か ら は 、 ひ と の思 惑 を気 に し なが ら生

きて きた 人 生 を取 り戻 し、ご まか しな く生 きて い き

たい と、 5 年 前 か ら運 営 も担 う関 わ りを続 け る井

出さ ん 。 役 割 りに逃 げ こ め な い 所 で 自分 と ひ とに

向き合 っ て み た い と、 フ ル タ イム の 仕 事 をパ ー ト

職に転 じて た ま りば と関 わ り出 した本 間 さ ん。 自

分らしく居 ていい 場 だ か ら こ そ 、自分 を み つ め る厳

しさ もつ きつ け られ る 場 だ と感 じて い る そ うで す 。

言 いたい事が言 えて、 それが認め られ る事 は本

来あ た り前 で 、 公 教 育 の 中 で こそ そ うあ っ て ほ し

いと発 言 が あ っ た が 、 あ た り前 に で きな い 現 実 と

して、韓 国籍 を持 つ親御 さんか ら、学校 で異文 化

が排 除 され て い る話 に一 同唖 然 と し ま した 。 あ ま

りに大 き く大 切 な 問題 で 、ぜ ひ と も今 後 掘 り下 げ

たい 課 題 と して み ん な の心 に残 り ま した 。

結局 、居場所 は器 で はな く、 どんな想 いで場 を

作っているか、 どんな想 いの 人が集 まってい るか、

どれだけ ものが言 いやす いか。そ んな事 が たいせ

つな の で は な い だ ろ うか と思 い ま した 。

（本 間由美 子記）



第6分科会

日本政府報告書 と市民か らの条約検証（午前のみ）

報告者 ：平 野 裕 二 さん（A RC ）

最新子 どもの権利委員会報告一 日本の報告書の事前審査 を中心に一

板 倉 聡 史 さん（旭川大学）

「子 どもの権利条 約に関 する実態調査 か ら見 えて くるこ と」

司会 ：荒 牧 重 人 さん（山梨学院大学）

子どもの権利条約 の実施 に関す る 日本 政府報 告書

が9 8年 5 月 に 「子 どもの権利委 員 会」（ジュ ネー

ブ）で審査 され ます。そ れに先立 ち、委員 会 に レ

ポー トを提 出 した N G O か ら意 見 な ど を 聞 く事 前

審査 が 10月 に開 か れ ま した 。

そ こで、 この分科 会で は、条約 の実施状 況の市

民レベ ルでの検証 を、委 員会での報告 審査 との関

わり も含 め て ど の よ う に進 め て い くか につ い て 報

告し、議 論 を行 い ま した。

まず平 野裕二 さんが 、委 員会の作 業方法 やその

位置 づ け に つ い て 、 日本 の 報 告 審 査 との 関 わ り も

踏ま え な が ら報 告 。 と くに 、 市 民 ・ N G O が さ ま

ざま な面 で 役 割 を果 た して い くこ との 重 要 性 が 強

調さ れ ま し た 。

また 、 国 際 レベ ル の 検 証 を有 効 に 行 う た め に も、

基本 は私 た ちが進 めて い る市 民 レベ ルの検 証 で

す。 フ ォー ラム実行委 員会編 『検証 子 ど もの権

利条 約 』（日本 評 論 社 ） の 成 果 な ど を も と に 、 さ

らに検 証 の あ り方 を検 討 し ま した。

熱心 に聞 き入 る参 加 者 の皆 さん

右か ら報 告 者 の松 倉 さん 、平 野 さん と司 会 の
荒牧 さん

その ひ とつ として、松 倉聡史 さんが、北 海道教

職員 組 合数 育 政 策調 査 研 究室 に よっ て行 わ れた

「 子 どもの権利 条約 と権利保障 に関す る実 態調査」

につ い て 報 告 し ま した。 綿 密 な ク ロ ス分 析 も含 め

た解析作 業 によ り、学校現 場で の条約実施 の実態

や課 題 が 浮 か び上 が りま した 。 も っ と さ ま ざ ま な

分野 で この よ うな調 査が すすめ られ る必 要があ る

と感 じ ま した 。
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第7 分科会

「 世界の子 どもの権利一 カナダの子 ども救済制度－」（午後のみ）

中 央 は カナ ダで の取 り組 み を語 る フ ィ ン レイ

さん。右 は司会の大河内 さん。

報告 ：ジ ュ デ ィ ・ フ ィ ン レ イ さん （カナ ダ・ ア ドポ カシー事務 所長）

（通訳付）

司会 ：大 河 内 秀 人 さん （仏教 国際協力 ネ ッ トワー ク）

19 78 年 、 カナ ダ の オ ン タ リオ 州 で 民 間 の イ ニ シ

アチ ブで 発 足 した 「子 ど も家 庭 サ ー ビス ・ ア ドポ

カシー 事 務 所 」（O ffic e ofChild and Family

S erv ice A d v oc ac y） は、19 84年 に法律 で正式 に制

度化 され 、 公 的 機 関 と な り ま し た。 州 政 府 の コ ミ

ュニ テ ィ・ ソ ー シ ャル ・ サ ー ビ ス省 （日本 で い う

厚生省 ） に所属す る、副大 臣直属 の機関で す。電

話相 談 （フ リ ー ダ イヤ ル） を中 心 に 、 子 ど もの 権

利の代弁 と「子 どもの最善 の利益」 を追求 する活

動を行 な ってお り、政府 に対 して も独立 の立 場か

ら提言 をす る権 限が与 え られて い ます。福祉 サ ー

ビス （同省管轄 ） を現 に受 けて いる、 または受 け

よう と して い る子 ど もや 家 族 、 寄 宿 制 学 校 等 （教

育訓練 省管轄 ）で暮 ら してい る学 生、罪 を犯 した

若者 のため のプ ログラムへ の参加 者や施設 収容者

（ 法務 長官 矯正 サ ー ビス省 管轄 ） は誰 で も、 この

アドポ カ シ ー事 務 所 に連 絡 して助 け を求 め る こ と

がで き るの で す 。

ジ ュ デ イ ・ フ ィ ン レ イ さ ん は 、 地 域 子 ど も セ ン
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ター な どで の 豊 富 な ク リ ニ ッ ク・ ソ ー シ ャ ル ワ ー

カー と して の 経 験 を経 て 、 199 1 年 よ り同 事 務 所 の

所長 を務 め て き ま した 。

分科会 では、 まず、 カナ ダでは様 々な文化・民

族・ 宗教 な どが尊 重 され ている とい う背景か ら子

ど もの 権 利 につ い て も真 剣 に 受 け とめ られ て い る

とい う話 が あ りま した 。 た とえ ば 、 子 ど もが 家庭

を離 れ て施 設 に 入所 す る と き に は 自分 に ど ん な 権

利が あるか を子 どもの理解 力 に見合 った こ とばで

説明 され、3 0 日後 に も再度 説明が ある とか 、電 話

相談 は無 料で いつで も受 け られ る とい った話 があ

り ま し た 。

ま た 、 ア ドポ カ シ ー 事 務 所 の シ ス テ ム と して 興

味深 か っ た の は 若 者 コ ンサ ル タ ン トの よ う な 存 在

がいて、かつ てケ アを受 けた体験 を持 つ若者 が事

務所 の 活 動 に助 言 を した り、 学 生 の ボ ラ ン テ ィア

や海外 か らの学 生 を受 け入れてい る ことで した。

また、行政 サー ビスが複 雑 なの で どれが一番 い

いか を ア ドバ イ ス した り、福 祉 関 係 者 ・

教員 ・ 弁 護 士 ・ ソ ー シ ャル ワ ー カ ー な ど の専 門 家

から も問 い 合 わ せ が 多 く、 助 言 を提 供 して い る と

の こ と で し た 。 フ ィ ン レ イ さ ん に よ れ ば 「 ア ドポ

カ シー と は ス キ ルで は な く生 き方 で あ り哲 学 で あ

る」 と の こ とで す 。 決 め られ た仕 事 をす る だ け で

な く子 ど もの た め に何 が で きる か を作 り出 して い

く積極性 が重要 だ とい う意味 に受 け取 れ ま した。



第8分科会

子どもの権利条約入門ワークシ ョップ

講 師 の栗 本 さん 。条 約 をわ か りや す く教 え て

くれ る こ と で定 評 が あ り ます。

講師 ：栗 本 敦 子 さん （国際子 ども権 利セ ンター副代表）

フ ォー ラ ム恒 例 の 入 門 ワー ク シ ョ ッ プ。「権 利 、

権利 って そ ん なん主 張 す る前 に義 務 をは た さん

と」「子 ど もの 権 利 い う て も、 ワ ガ マ マ とは き ち

がえ ん と」「条 約 っ て 、 か わ い そ うな 国 の 子 ど も

のた め の も ん とち が う ね ん＿j。

；ん な声 が あ る こ と に村 して 、 講 師 の 栗 本 さん の

優しい 関西 弁 に参 加 者 は リ ラ ッ クス し楽 しみ な が

ら、条 約 の 基 本 的 な 意 味 を学 ん で い き ま した。 こ

のよ うな ワ ー ク シ ョ ップ は 条 約 学 習 の 方 法 と して

非常 に有 用 だ と思 い ま した 。

子ど もた ち も大 人 も熱 ′い こ聞 き入 っ て い ます 。

第3 分科会報告のつづ き

私 た ち は これ らの 報 告 を 基 に 、 日本 人 は ど う

して も 「同 化 」 を 強 く求 め 、 少 しで も違 う者 を

「仲間」 か ら排 除 す る傾向 が ある 、 とい う結論

に達 し ま し た 。 そ して こ れ を ど う 無 く し、 ど う

やって 違 い を認 め 合 って 生 きて い くの か 、 とい

うと こ ろ に 着 眼 し ま した。 この 異 質排 除 は 日本

人の意識 の問題で あ る為 、その根本 的 な意識 か

ら変 え て行 か ね ば な ら な い 。 なぜ 日本 人 は 自 分

と違 う もの を受 け 入 れ ら れ な い の か 。 そ れ は 日

本が ま だ 多文 化 と い う環 境 に慣 れ て い な く、 少

しで も異 なる背景 、文化、考 え方 な どが入 って

きた時 に 、 そ れ を ど う尊 重 し、 認 め れ ば よ い の

かが わ か ら な い か ら な の で は な い だ ろ うか 。 違

いを認 め る とい う面 で 日本 は 自 由 に な り豊 か に

なら な け れ ば な ら な い。 そ の ため に は 在 日や 滞

日、海外 生活経験 者等 いろい ろな文 化 をもった

人々 と子 ど もの 頃 か ら数 多 く、 そ して 深 くふ れ

あうこ とが必 要で あ る。「日本 人 は多文化 社会

の中 で 生 き る 実 力 をつ け る必 要 が あ る。」 との

意見 に この分科 会の参加者 全員が大 きくうなず
l

く ぼ か りで し た 。 （了 ）
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第9分科会

C A P ワ ー ク シ ョップ

ロー ル プ レ イで い じめ な どか ら身 を守 る対 処

法 をわ か りや す く学 び ます 。

講師 ：大 久 保 か ず こ さん、草 野 順 子 さん、

辻 久 枝 さん、吉 村 真 紀 さん（C A P神奈川）

安 藤 由 紀 さん、 桜 井 具 子 さん（グループC A P ）

司会 ：草 野 順 子 さん、吉 村 真 紀 さん

C A P と は ， C h ild A ssa u lt P r ev e n tio n （子 ど も

への暴力 防止） の略で、子 どもが さ まざまな暴 力

（い じめ、誘 拐、性 暴 力 な ど） か ら、 自分 を守 る

ため の プ ロ グ ラ ム で す 。 自分 の 心 と体 を大 切 に す

る人 としての権利 につい て学 び、暴力 に対 して具

体的 に ど う した ら よい か を 、 ロー ル プ レ イ （役 割

劇） を ま じ えて 、い っ し ょに 考 え 、身 につ け ます 。

ま ず 、 ′ト学 生 向 け プ ロ グ ラ ム が 行 わ れ ま した 。

参加 者 は 小 学 校 一 年 生 か ら 中学 生 まで 1 6 名 。

C A P プ ロ グ ラ ム は 、 ま ず 子 ど も た ち に 「権 利 」

につい て話 す事 か ら始 ま ります。食べ る権利 や寝

る権 利 と同 じよ う に 、 子 ど もた ち は 、大 切 な三 つ

の権利 ＝安 心す る権 利、 自信 を持 つ権利 、 自由に

行動 す る権 利 ＝ が あ る こ と を学 び ま す 。 そ して 、

四つの ロール プ レイ＝い じめ・誘拐 ・性 暴力・大

人へ の 相 談 ＝ を通 して 、 い じめ も誘 拐 も性 暴 力 も、

三つ の大切 な権利 を奪 う行 為 であ る事 。 そ して、

権利 を と られ な い様 に す る に は何 が 出 来 る か を話

し合 い 、 “い や ” と言 っ て 良 い こ と、 逃 げ て も良

いこ と、友 だ ち に助 け て も らっ て も 良 い こ と、 大

人に相 談 す る こ と、 を学 んで い き ます 。 子 ど もた

ち に は 、友 人 を助 け る 役 で ロ ー ル プ レ イに 加 わ っ

ても らい ま した。 また 誘 拐 の場 面 で は 、 自己 防 衛

の方 法 や 、特 別 の 叫 び 声 の 出 し方 も練 習 し ま した 。

「 わ か りや す か っ た 。」「お も しろ か っ た 。」 と い う

のが子 どもた ちの感 想です。 印象的 だったの は中

学生 三 人の共通 した感想 、「年上 の 人や先生 に相

談す るの は難 しい。」 です。子 ど もの話 を真 剣 に

受け 止 め 援 助 して い く大 人 が 増 え て 行 く こ と は 、

子ど もを エ ンパ ワ ー して い く事 と と もに 大 切 な事
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と改 め て 実 感 させ られ ま した 。

大人 ワー ク シ ョ ッ プ （ 2 時 間 ） で は 、 まず 、 ア メ

リ カ で の C A P の 成 り立 ち と 、 日 本 に プ ロ グ ラ ム

が紹 介 され た経緯 につ いての話が あ りま した。そ

の後 、参加者40 名は、小学校 3 年生 に なったつ も

りで 、子 ど もワ ー ク シ ョ ップ 体 験 を し ま した 。 後

半は、虐待 につ いて、 その分類 と対応 分野 、虐 待

の神 話 と事 実 につい て の説 明。 そ して C A P の 中

心思 想 で あ るエ ンパ ワ メ ン トにつ い て 話 さ れ ま し

た。 力 には、肯 定 的 な力 と否定 的 な力 があ る事 、

否定 的な力 は暴力・ 支配・ 権 威 な ど外 に向 かって

働く力 で あ り、 肯 定 的 な力 とは 、 愛 ・援 助 ・ 権 利

意識 な ど内 に蓄 え られ て い く力 で 、 否 定 的 な力 に

対抗 し て い く力 と な り ま す 。 エ ン パ ワ メ ン ト と は 、

誰で もが 内 に もつ 力 を発 揮 で きる よ うな働 き か け

です。 そ して子 どもが暴力 に立 ち向か ってい ける

よ う働 きか け て い く為 に は、 まず 大 人 自身 が 、 本

当に 自分 を大 切 に で きて い る か 、 再 確 認 して み る

必要が あ ります。協調性 が重 ん じられ 、 自分 を抑

える事 が 美 徳 と され て き た 日本 の 風 土 の 中 で は 、

権利 とい う言 葉 は 、受 け 止 め に くい もの で す 。 質

疑応 答 の 中 で は 、「／ト学 生 に権 利 とい う こ とが 理

解で きる の だ ろ う か。」 とい う声 が あ が りま した 。

ま た 、「大 人 で も だ ま さ れ る 事 の 多 い 世 の 中 で 、

子ど もは 言 葉 巧 み に寄 って くる暴 力 的 な大 人 か ら

身を守 れ る の だ ろ うか」 と い う質 問 も出 され ま し

た。「子 ど も と は … 」 とい う 固 定 観 念 で 子 ど も を

みない事 、子 ど もは小学 校一年 生で も権利 の意味

を理 解 で きる と話 され 、 熱 気 あ る 二 時 間 が終 わ り

ま した。 （草野順子 記）
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